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Ⅰ．はじめに
　平成20年１月の中央教育審議会答申により，保健体
育科における武道の指導を充実し，我が国固有の伝統
や文化により一層触れることができるようにするこ
とが重要であるとの見解が示され（中央教育審議会，
2008，７（3）），その年の3月の中学校学習指導要領
の改訂によって中学校での武道が必修化された（文部
科学省，2008，第２章７節）。この中学校新学習指導
要領は，平成24年度から完全実施され，現在では中学
校１，２年生全員に保健体育の学習内容として「武道
（柔道・剣道・相撲）」が必修化されている。
　平田ら（2013）は，中学校における武道の必修化に
伴う剣道授業の問題点を，指導者の不足，指導法の工
夫・開発，剣道防具の不足・道場の不足，生徒の実態
と教員数，体育年間指導計画の作成，剣道授業におけ
る評価方法の６項目に整理し，その解決方法を提案し
ている。その提案には，制度上の問題，予算上の問題
等ハードの部分も含まれるが，指導教員の授業内容の
研究・工夫が最も大切であると考えられる。例えば，
中学校学習指導要領では，技能，態度，知識・思考・
判断の学習目標や授業で取り扱う基本動作や技が例示
されているが，実際の授業の中で生徒たちにそれをど
う伝えていくかが最も重要な部分といえよう。このた
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めには，体育教員への剣道の研修や体育教員と剣道経
験者（他教科の剣道経験者）のチームティーチングに
よる指導体制の工夫なども取り組むべき課題ではある
が，すべての体育教員が剣道授業を実践できるよう大
学の教員養成課程における養成を行うことが最も基本
となろう。しかしながら，現在の教職課程の学生は中
学校の武道必修化を経験していないため剣道に触れた
ことがない学生も多いと考えられ，その養成は移行期
である現在の早急な課題と考えられる。
　そこで，中学校の武道必修化に対応した大学の教職
課程における剣道授業のねらいや内容について検討す
るため，学生の剣道授業への学習ニーズや剣道に対す
る意識を明らかにする必要があろう。
Ⅱ．目的
　本研究では，大学の教職課程で体育を専攻する学生
の剣道授業の学習ニーズについて，剣道経験の有無と
の関連においてその特徴を明らかにすることを目的と
する。
Ⅲ．方法
１．調査対象
　A大学教職課程体育専攻学生のうち実技科目である
「剣道Ⅰ（基礎）」の受講生30名を調査対象（１年生29
名，3年生１名）とした。
２．調査内容
　剣道の意識に関する調査項目は以下の3項目であ
る。
　①剣道経験の有無
　② 剣道の授業で学びたいこと（自由記述による回
答）
　③ 剣道に対する意識　32項目（５段階の評定尺度に
よる回答）
　調査は2013年９月の授業初回に実施した。なお，剣
道に対する意識については授業最終回にも実施し，受
講前後での意識の変容を検討する予定である。
３．分析対象と分析方法
　本研究では，調査内容のうち「剣道の授業で学びた
いこと」に回答のあった28名の自由記述の回答を分析
対象とした。分析には，テキストマイニングソフトで
あ るKHCoder（Ver.2.Beta.30e）（ 樋 口 ら，2004） を
利用し，総出語数の出現頻度を求めると共に，剣道経
験の有無による剣道の学習ニーズを特徴付ける語の抽
出を行うための関連語検索を行った。
４．「剣道Ⅰ（基礎）」の概要
　「剣道Ⅰ（基礎）」は，剣道の礼法や基本動作を身に
つけること，剣道を指導する際の留意点や安全性につ
いて理解することを目的としている科目である。授業
内容は実技を中心とし，服装，用具，礼法（姿勢，正
座），基本動作（竹刀の構え方と納め方，足裁きと素
振り，基本の打突，面打ち，小手打ち，胴打ち，切り
返し，など），互角稽古・試合について学習を行い，
将来，体育教員として剣道の授業が実践できるように
なることを目指している。
Ⅳ．結果及び考察
１．受講生の剣道経験について
　調査対象者の剣道経験の有無を表１に示す。部活動
で剣道を経験している受講生が最も多かった。中学校
での剣道授業は必修化になる前であったため中学校で
の授業経験者は最も少なく，また，高校の選択種目と
しても剣道授業の経験のある受講生は少ない。このよ
うに，部活動において選手として剣道を追求してきた
経験をしている受講生は多いものの，中学校・高校で
剣道授業を経験したことのある受講生は少なく，体育
教員が実践する剣道授業のイメージについては希薄な
受講生が多いと考えられた。
表１　剣道経験の有無
男 女 計
剣道経験無し 7 0 7
剣道授業の経験有り
中学校 2 0 2
高校 4 0 4
剣道の部活動経験有り （授業経験含む） 10 5 15
23 5 28
２．剣道授業の学習ニーズ
（１）総出語数の特徴
　「剣道の授業で学びたいこと」について自由記述の
回答における総出語数は346語であった。表２は出現
回数の多い語について上位10語を示したものである。
最も多く出現している語は「学ぶ」，次に「剣道」で
あるが，続いて「礼儀」「授業」「指導」と学びたい内
容を示すと考えられる語が続いている。具体的記述例
としては，「礼儀」については，“礼儀などを学びた
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い”“礼儀作法をもう一度見つめ直したい”など，「授
業」については，“授業をすることを頭に入れて”“授
業の中で自分が先生になったらどう教えるか”など，
「指導」については，“教員になるに当たっての剣道の
指導方法を”“指導者として生徒にしっかり教えられ
るように”などであった。
（２）剣道経験の有無による学習ニーズの特徴
　剣道経験の有無による回答の特徴を見るために，分
析対象を「剣道経験無し」群，「剣道授業（中学・高
校）のみ経験有り」群，「剣道の部活動経験有り」群
の3群に分け，各群の回答の中に特徴的に現れる語を
関連語検索により抽出した（表3）。また，各群の回
答内で見られる語の強い関連を，語と語を結ぶ線とし
て描画したものが，図１－１～図１－3に示した各群
の共起ネットワークである。
　「剣道経験無し」群の回答を特徴的に表す語として
は，「剣道」「礼儀」「ルール」が，「剣道授業（中学・
高校）の経験有り」群では，「授業」「礼法」「能力」
が，「剣道の部活動経験有り」群では，「指導」「教え
る」「先生」が抽出され，剣道経験の有無や程度によ
り回答内容に特徴があることが示された。
　「剣道経験無し」群では，剣道の専門用語をまだ知
らないため，「礼儀」「ルール」といった一般的な用語
で表現しているが，「剣道」の「ルール」や「基礎」
を自らが学びたいという学習ニーズが強い傾向にある
といえる。一方で，剣道の「礼儀」を学びたいとする
特徴も見られ，剣道のイメージとして礼儀を重んじる
ものと捉えている傾向がうかがえる。「剣道授業（中
学・高校）のみ経験有り」群では，「礼法」や「基本」
動作等の専門用語について多少の理解がある様子が見
られるものの，体育教員として剣道「授業」を教える
ことができるよう「能力」を上げたいという学習ニー
ズがあるといえよう。「剣道の部活動経験有り」群で
は，反則の定義や打突の技術などより専門的な技術の
修得への言及も見られるが，「先生」になった時に生
徒に丁寧に「教える」ことができるよう，安全に「指
導」できるよう基礎基本をしっかり身につけたいとす
るなど，剣道指導の専門家になることを意識した学習
ニーズを有している点に特徴が見られる。しかし，い
ずれの群とも基礎基本を重視している点は，中学校武
道必修化により，体育教員になった場合には剣道を指
導する可能性があることを学生も意識していることの
現れとして捉えることができよう。
Ⅴ．まとめ
　本研究では，大学教職課程体育専攻学生の剣道授業
の学習ニーズについて分析した。教職課程における剣
道授業においては，まず正しい基本動作を身につける
ことが最も大切であるが，受講生の学習ニーズとも一
致することが確認できた。しかし一方で，剣道経験の
有無や程度によりその学習ニーズには特徴があること
も示された。剣道授業を展開する上で，初心者はもち
ろん，経験者にもその学生の技能に即した声かけ（指
導）をする必要があるが，学生自身にも，剣道初心者
には基本動作や技の獲得を，剣道指導の専門家を目指
す学生には授業の中で生徒たちに基礎基本をどう伝
えていくかという学習目標を意識させる工夫が必要と
なろう。さらに，剣道授業での学習の積み重ねに加え
て，中学校・高等学校の体育館や用具等の体育環境は
表２　抽出語リスト
抽出語 出現回数
学ぶ 11
剣道 10
礼儀 7
授業 6
指導 5
基礎 3
基本 3
教える 3
経験 3
礼法 3
表３　剣道経験の有無による関連語検索
剣道経験無し 剣道の授業経験有り 剣道の部活動経験有り 
剣道  .267 授業  .273 指導  .222
礼儀  .231 礼法  .222 教える  .177
ルール  .222 能力  .125 先生  .118
基礎  .200 高校  .125 身  .118
学ぶ  .177 精神  .125 教員  .118
戦える  .111 大学  .125 付ける  .118
良い  .111 落ち着く  .125 作法  .118
試合  .111 強化  .125 基本  .111
対等  .111 少し  .125 見つめる  .059
いろいろ  .111 動作  .125 場外  .059
数値はJ accardの類似性速度
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図１−１　剣道経験無し群の共起ネットワーク
図１−２　剣道の授業のみ経験有り群の共起ネットワーク
図１−３　剣道の部活動経験有り群の共起ネットワーク
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様々であることや，生徒の実態も多様であることなど
も理解し，教育実習生や体育教員として剣道授業を組
み立てることができるようになるためには，関連する
講義・演習科目と関連をさせて学生の学びが深まるよ
う指導することも必要となろう。
　今後は，学生の剣道授業の学習ニーズについてはさ
らにデータを積み重ね検討するとともに，剣道授業の
経験による剣道に対する意識の変化についても分析を
進め，大学の教職課程における剣道授業のねらいや内
容について精査していきたい。
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